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第 20 回東海小児整形外科懇話会

当番幹事 : 本庄宏司 (愛知医科大学整形外科)
日 時 : 2005 年 2 月 12 日 (土)
場
主 題 : 小児の外傷

一般演圏 座長 : 松橋建司
1 .  Léri-WeiII 

0辻井雅也 ・ 西山正紀 ・ 二井英二
平田 仁 ・ 内 田淳正

川 口 篤

Léri -W eill dyschondrosteosis (L WD) は 両 側
性 の Madelung 変形 と 中 間肢 節 の 短縮 を 特徴 と
す る 比較的稀な骨系統疾患であ る . 今回， 男女 1 人
ずつ の LWD を経験 し た . 症例 は 19 歳 ・ 男性 と 34

さ ら に思春期 に手関節痛が初発 し て い た . 文献的
考察 を加 え て報告す る .

2 .  

0二井英二 ・ 西山正紀 ・ 辻井雅也
小俣 真

富山医科薬科大学小児科 二谷 武
内 田淳正

Milroy 病 は ， 生下時 よ り 下肢 に リ ンパ浮腫の み
ら れ る 極 め て ま れな遺伝性疾患であ る . 今回我々
は ， 生後 1 か月 の女児で両側下腿か ら 足部 に か け
て著明 な リ ンパ性浮腫 を 認め ， 白 母親に も 同様の症
状がみ ら れた Milroy 病 と 思わ れ る 母子例 を 経験

し た の で， 若干の文献的考察 を加 え て報告す る .
3 .  Angelman 症候群患者の整形外科的問題 に つ い

て

0古橋範雄 ・ 岡川敏郎 ・ 栗田和洋
Angelman 症候群 は 第 15 染色体の 異常 を病因

と す る 重度精神遅滞， て んかん， 発作的な笑 い，
筋緊張低下， 小頭， 下顎突出， 操 り 人形様失調性

題に つ い て の報告 は 少 な い. 我々 は 当 セ ン タ ー に

告す る .
主題 : 小児の外傷 座長 : 神谷光広
4 . 小児の環軸椎回旋位固定 に対す る治療経験

0野上 健 ・ 服部 義

小児 の環軸椎回旋位固定 8 例 (男子 2 例， 女子 6
例， 平均年齢 7 歳) を 経験 し た . 全例， 入院での牽
引治療に よ り 整復 し た 後， 短期間の カ ラ ー 固定 を
行 っ た 6 例 は 良好な整復位が得 ら れ再発 を 認 め
な か っ た . 2 例で再発 を認め ， 1 例 は再度の入院牽
引治療， カ ラ ー 固定 に よ り 改善 を得た が， 1 例 は整
復位 を 得た も の の ， 可動域制 限 を 伴わ な い頚部痛
の発現 と 消失 を頻回 に認め る よ う に な っ た .

5 . 放射線治療後 9 年で両大腿骨頭すべ り 症 を生 じ た
1 例

名古屋大学整形外科

0加藤光康 ・ 北小路隆彦 ・ 鬼頭浩史
平野祐司 ・ 寺島広昭 ・ 石黒直樹

症例 は初診時 11 歳男児， 両大腿骨頭すべ り 症.
神経芽細胞腫 に て 2 歳時 に 右副腎摘出術 と 15 Gy
の放射線治療 を施行 さ れて い た . 2003 年， 両股関
節痛 ・ 敏行 に て近医受診， 上記診断 に て 当院紹介
と な っ た . 当院 に て 初診時 PTA は 右 40。左 440で
あ っ た . 1 か月 の牽引後 In situ pinning を施行，

治療後の 同疾患 に 関 し ， 文献的考察 を 加 え報告す
る .

6 . 小児大腿骨頚部骨折後の骨頭壊死に対す る血管柄
付 き 腸骨移植の経験

名古屋市立大学整形外科

0若林健二郎 ・ 和 田郁雄 ・ 堀内 統
大塚隆信

厚生連中濃病院整形外科 寺津貴志
小児の大腿骨頚部骨折 は比較的稀 な外傷であ る

が， 骨折の タ イ プに よ っ て は骨頭壊死 を 合併 し 治
療 に難渋す る こ と があ る . 今回， 小児大腿骨頚部
骨折後 の 骨頭壊死 に 対 し 血管柄付 き 腸骨移植 を
行 っ た の で報告す る . 症例 は 13 歳男児， 交通事故
に て 受傷 し ， 他院で骨接合術 を受 け る も 骨頭壊死
が発生， 当院 に て 深腸骨回旋動静脈 に よ る 血管柄
付 き 腸骨移植 を行 っ た . 術後約 l 年の現在， 骨頭
壊死 は ほ ぼ修復 し collapse の進行 も 認め な い .

7 . 若年性骨粗語症の 1 例
三重大学整形外科

O須藤啓広 ・ 吉川 智朗 ・ 内 田淳正
三重県立草の実 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ンセ ン タ ー整形外科

二井英二
症例 は 15 歳男児. 13 歳時 に 右手関節 を捻挫 し

た 際， 近医で手 の X-p を撮影 し ， 骨粗懸化 を指摘
さ れた 当院で腰椎の骨密度 を測定 し た と こ ろ 同
年代 の 67% と い う 結果 であ り ， そ の後カ ル シ ウ ム
と ビ タ ミ ン D の 投与 を 開始 し た が軽微 な 外傷で
左大腿骨近位部骨折， 左怪骨遠位部骨折 を 来 し て
い る . 生後 6 か月 頃 に細菌性髄膜炎 に擢患 し ， そ
の後抗て ん かん薬 を服用 し て い た が， 特異 な顔貌
か ら 骨系統疾患、 も 疑わ れ る た め ， 診断 に つ い て ご
検討願いた い.
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8 . 稀な骨折型を合併 し た学童期骨形成不全症の 1 例
多治見市民病院整形外科

0藍津靖仁 ・ 般橋建司 ・ 天野泰憲
北本和督

症例 は 1 1 歳男児. Sillence 1 型の骨形成不全症
例で あ る . 2004 年 8 月 21 日 ， バ レ ー ボールの練習
中， ジ ャ ン プ を し た 際 に右膝関節痛出現. 単純 X
線像 に て膝査骨下極の sleeve fracture と 診断 銅
線締結法 を 用 い た観血的整復固定術 を施行 し た .
そ の後， 外来 に て 経過観察中， 10 月 15 日 ， 自宅で
転倒. 単純 X 線上， 両側肘頭骨折 を認め ， 同 日 ，
同様に鋼線締結法 に よ る 観血的整復固定術を施行
し た .

主題 : 小児の外傷 座長 : 橋本晋平
9 . 坐骨結節裂離骨折の 1 例

旭労災病院整形外科

O驚藤正敏 ・ 花林昭裕 ・ 臼井 透
杉藤紘一

思春期 に起 こ る 坐骨結節裂離骨折の治療法 は，
意見の別れ る と こ ろ で あ る . し か し ， 保存療法は
骨片 に付着す る 筋群の 緊張 に よ り 偽関節 と な り ，
痔痛の残存， 筋力低下， さ ら に 旺盛な仮骨形成 に
伴 う 坐骨神経痛 を起 こ す可能性があ る . 今回我々
は転位 の 大 き い 本骨折 に 対 し 観血的 に 固 定 を 行
い ， 良好な結果 を 得た の で， 文献的考察 を加え報
告す る .

10. 睦骨近位骨端線不全切断 (G田tilo I I I C) の 1 例
海南病院整形外科

O勝目康裕 ・ 土屋大志 ・ 西 源三郎
多湖教時 ・ 向藤原 由花 ・ 安藤喜一郎
蓮尾隆明 ・ 植田裕昭

症例 は 6 歳， 男児. 通学中 ト ラ ッ ク に 引 かれ る .
直 ち に 当院へ搬送. 膝骨近位骨端線で粉砕骨折，
血行 は途絶. 下腿三頭筋 の み で連続 し て いた不全
切断で あ っ た . 血行再建， 骨接合行い術後 3 年経
過 し た 現在， 脚長差 l cm で歩容異常 も 認 め ず経
過良好であ る . 文献的考察 を加え報告す る .

11. 創外固定器に て治療 し た小児下肢骨端線障害の 4
例

あ い ち 小児保健医療総合セ ン タ ー整形外科

0服部 義 ・ 野上 健
愛知県心身障害者 コ ロ ニ ー 中央病院整形外科

伊藤弘紀
名古屋大学整形外科 北小路隆彦

骨端線障害 に よ る 下肢 の 変形短縮 4 例 に 対 し
て ， 創外固定器 に て 治療 し た の で報告す る . 使用
し た の は イ リ ザ ロ フ 創 外 固 定 器 3 例， オ ル ソ
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フ ィ ッ ク ス 創外固定器 1 例であ り ， 原疾患 は オ リ
エ ール病， 骨折 に よ る 骨端線損傷 に対す る 骨端線
解離術後再発， 骨系統疾患 (dyschondrosteosis) ， 
多発性化臆性関節炎後遺症であ る . 手術時年齢 は
5 歳， 8 歳， 8 歳， 9 歳， 羅患部位 は大腿骨遠位 2 例，
下腿骨近位 l 例， 大腿骨近位 と 遠位両方 1 例であ
り ， 外反膝変形 2 例， 内反膝変形 2 例で あ っ た ，
l 例 を 除 き ， 変形 と と も に著明 な脚長差があ り ， 骨
延長 も 同時 に行っ た .

12. 脚長差 を有す る小児先天性疾患に脚延長 を行 っ た
2 症例

愛知医科大学整形外科

0津田重之 ・ 橋本晋平 ・ 桜木哲太郎
佐藤啓二

脚長差 を生 じ た 男児 2 症例 に対 し て ， 大腿お よ
び下腿で， イ リ ザ ロ フ 法 を 用 い て 同時期 に骨延長
術 を施行 し た . 現在 2 例 と も 日 常生活動作な ど安
定 し て お り ， 術後良好であ る . 近年， こ の イ リ ザ
ロ フ を用 い た脚延長や変形矯正 に つ い て報告 さ れ
て い る . そ の施行す る タ イ ミ ン グや管理方法， ま
た そ れ ら の 問題点 に つ い て考察す る .

13. 睦骨遠位骨端線部分閉鎖に よ る下腿変形に対 し て
イ リ ザ ロ フ法 を行 っ た 2 例

JA 岐阜厚生連中濃病院整形外科

0寺津貴志 ・ 佐多和仁 ・ 波頭経俊
奥地 裕 ・ 戸野祐二 ・ 益田智子

症例 は 12 歳， 女性 と 14 歳， 男性であ る . いず
れの症例 も 幼少期 に下腿骨遠位部骨折 を受傷 し て
お り ， 成長 に伴い匠骨遠位骨端線部分閉鎖 に よ る
下腿変形が生 じ て き た 変形中心が腔骨遠位部 に
存在す る た め， 従来の模状骨切 り と プ レ ー ト 固定
は 困難であ り ， 脚長差の補正 も 必要 な こ と か ら イ
リ ザロ フ 法 を選択 し た . 腔骨遠位部での変形矯正
と 匠骨近位部での脚延長 を行 い ， 2 例 と も align.
ment は良好 に な っ た .

特別講演 I
日 本整形外科学会研修会
骨端線損傷の基礎 と 臨床

座長 : 本庄宏司

京都府立医科大学整形外科助教授

特別講演H
金 郁詰

座長 : 佐藤啓二
日 本整形外科学会研修会
先天性股関節脱自の診断 と Rb 治療

昭和大学藤が丘病院整形外科教授
斎藤 進


